








 

研究目的 

 呼吸障害のある新生児に対し酸素を投与するほか,CPAP,IPPV などの処置が

実施されるようになり,新生児新亡率はいちじるしく改善されてきている。しか

もこれらの処置は児の状態が悪くならないうちに,生後なるべく早くから開始

することが望ましいとされる。 


